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 研究代表者の専門分野：医歯薬学 科研費の分科・細目：社会医学・公衆衛生学・健康科学 キーワード：健康教育、健康管理 
 １．研究計画の概要 人生中途で視覚を失うと、人は通常の生活が出来なくなる。しかしその状態でも、試みに手で周囲の物品に触れると、大概の日用品は触れた瞬間にそれが何かを認識できる。この現象を活用し、触覚を用いた生活と健康のバリアフリー調査法開発を行う。 
(1)生活や健康に関するｷｰﾜｰﾄﾞを手指の触覚から想起する触知実体を開発する。 
(2)生活や健康に関する触知実体を手の触覚を頼りに配置する触知座標面を開発する。 
(3)上記の触知実体と触知化座標面を組み合わせ、触覚から生活と健康の全体像を描く触知マップ作成手順を開発する。 
(4)中学生を対象に触知マップの実用性を検証する。 
(5)視覚障害者を対象に触知マップの実用性を検証する。 
(6)視覚と聴覚の重複障害者（盲ろう者）を対象に触知マップの実用性を検証する。 

 ２．研究の進捗状況 
(1)触知実体の開発； 生活習慣の特徴づけに関連した言葉は、最低５ワードがあると、意味ある想起が開始されることが確認された。普遍的な５ワードが存在するのではなく、対象者の属性で異なる。沖縄の後期高齢者では、「海に行く」など自然環境との触れあいに関するワードを含める必要性が指摘された。小中学生の場合、学校生活に関連した触知実体の重要性が指摘され、学校の机上で使う物品の実例が得られた。視覚障害者・盲ろう者では、食事・外出・コミュニケーションに用いる物品の重要性が指摘され、対応する実例が得られた。 

(2)触知座標面の開発； 対象者に小型ホワイトボードを渡し、上記で選定した触知実体を、触覚を頼りにボード上に自由に配置してもらう試行を続け、最適な座標面の検討を行った。Ａ５サイズが分かりやすく、触知線を設置しなくても、物体の配置が円滑に進むこと、が確認された。 
(3)触知マップ作成手順の開発； 触覚だけからマップの作成を円滑に行うために、対象者には、マッピングに使用する触知実体に繰り返し触れてもらい、記憶してもらう必要が指摘された。一方、身近な物品の場合、記憶する作業は何ら困難を伴うものでなく、作業自体はむしろ探索的で楽しいものであることが判明した。配列手順としては、第一段階として触知実体の横一列の配列、第二段階として縦方向への展開を、採用した。 
(4)中学生での検証； U中学校２年生 100名を対象として、検証した。 
(5)視覚障害者での検証； 福島と福岡に在住の視覚障害者 10名を対象に検証した。 
(6)重複障害者での検証； 福島に在住の重複障害者５名を対象に検証した。 

 ３．現在までの達成度  ②おおむね順調に進展している。  特に昨年度はインフルエンザの流行が関係して、中学生および障害者への調査に遅れが生じたが、必要なデータはほぼ得られ、解析もおおむね順調に進行中である。 
 ４．今後の研究の推進方策  既に主要なデータは得られているが、触知マップ作成に関連したビデオ映像などついては、まだ分析が十分とは言えない。時間的
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な制約を考慮しながら、量的な分析だけでなく、質的な分析を推進する予定である。  ５. 代表的な研究成果 （研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線） 
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